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全国的に、高度経済成長期に整備された水道管が一斉に耐用年数を迎えつつあります。 

福岡市は道路を掘削して劣化状況を確認した上で、計画的な水道管の更新や維持管理を行っています

が、掘削調査には多大な時間や労力が必要となります。 

水道管の劣化速度は、材質や経過年数に加えて、周辺の土壌環境に大きく依存することが知られてお

り、この度、道路を掘ることなく土質から水道管の劣化状況を推定することで、水道管更新の優先順位付

けが可能となるかを検証するプロジェクトを開始します。 

今回活用する技術につきまして、報道機関向けの説明会を開催しますので、取材いただきますよう宜

しくお願いいたします。 

 

 
 

１ 実施機関 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

 

２ 検証プロジェクトについて 

（１） 概要 

地上から水道管が埋設されている地中に向けて電流を流し、その電気の比抵抗値（※）から水道

管劣化の要因のひとつである周辺土壌の土質を推定し、水道管の劣化状況を推定します。 

(※)物質に対して電気をどれだけ流しにくいかを表す値。値の大小で土壌の腐食性が推定される。 

＜主な検証項目＞ 

・推定された水道管の劣化状況評価と実際の劣化状況比較による技術精度の検証 

・掘削を伴う水道管劣化調査の代替手法となるか、費用対効果も含めた活用可能性の検証 

（2） 実施場所 

中央区天神など 6 か所 

（3） 実施期間 

令和 7 年 9 月 1 日(月)から令和 8 年 3 月31 日(火) 

 

  

mirai@公民共働事業  
水道管の寿命を推定︕掘削不要で更新時期を把握する 

検証プロジェクトを開始します︕ 
 



 

３ 説明会について 

（1） 日時 

令和 7 年 8 月 29 日(金) 11：00～11：45 （受付時間 10：30～11：00） 

（2） 開催場所 

福岡市水道技術研修所（西区大字羽根戸 486番地） ※駐車場あり、下記案内図参照 

（3） 内容 

・検証プロジェクトの概要説明 （説明者：福岡市） 

・今回活用する技術説明 （説明者：国立研究開発法人 産業技術総合研究所） 

（機器を使ったデモンストレーション・測定状況のモニター表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―取材にあたってのお願い― 

  ■取材を希望される場合は、8 月 28 日（木）まで 

にご連絡をお願いします。 

   ・連絡先：水道局 技術企画課

gijutsukikaku.WB@city.fukuoka.lg.jp 

   ・連絡事項：①貴社名、②ご担当者名、 

③当日連絡が可能な連絡先 

  ■天候によっては説明会を中止または内容を変更 

する場合があります。 

  ■中止等の場合は、8 月 28 日（木）15 時までに 

連絡します。 

  ■場内の移動や撮影については、担当者の指示に 

従ってください。 

 

【問い合わせ先】 
■ プロジェクトに関すること 

水道局技術企画課 
担当：八島 
電話：483-3196 (内線 148-3196) 

■ mirai@共働事業に関すること 
  経済観光文化局企業連携課 
  担当：髙村 
 電話：711-4879（内線 1219） 

 

福岡市水道技術研修所 案内図 

産業技術総合研究所の資料を一部加工 提供：産業技術総合研究所 

比抵抗値が低い 
＝土壌の腐食性が高く、水道管の劣化が速い 

 

機器写真 モニター表示のイメージ 


